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意見陳述

2010年 8月  平井美智子

1 はじめに        ,           ,    1    
‐

.平井美智子です。                 ・

私の夫、平井要は今年 2010年 の 1月 31日 、
15千9歳で亡くなりました:こ の日は、

私たちの 31年 目の結婚記念日でした。

感染の原因は血液製剤タリスマジンの投与による
.こ 型肝炎です。死亡診断書を昇ると、

売因は肝演変による腹睦内出血、病年数 2こ 準とありま
した。結婚生活 3■ 年のう121

年間は、C型肝炎ウイルスと一緒の牛活でした|    |              :
2 夫の病歴

1982年 にクリスマシン投与された後、ET機能の数値が異常に高くなり,、 生死をさま

よいました。命をとりとめたものの、 2年間:入退院を繰り澤しました。感染
時にはまだ

5ヶ 月だらた長男が退院するころにい歩 |す るようにな
つていました。

退院するときに「慢性肝炎」と診断|れましたが、病院側がら詳し
い説明がなかったの:

でtその意味は良くわからずtあまり気‐にもとめませんでした:私
たち夫婦にとつてい、

慢性肝炎という病名よりも、日の前の牛活の方が重大事でした。

私たち夫婦は、塗装業を営んでいます。夫の家業です。
しかし、入退院を繰 り返 レた ?

年間で多くのものを朱し
てました。信用を失しヽ、取弓1先を失い、収入を朱いました。

これを

取り戻すのに必死でした。感染する前以上に、寝食を忘れて働
きました。

病院からは定期的に通院するよぅ指不されました。ただ(夫が
「先生、どうレたらいい

んですか ?」 と尋ねそも、担当医から「本丈夫(薬を飲みましょう」と
―
答えが返

つてくる

程度で、何のための通院かもょくわなりませんでしたし  |            ヽ

260o年 、夫が 50歳になつたころ、たまたま通院した際に肝機能値の異常を指摘さ

れ、肝生検を受けました。このとき、初ゆそ
「C型肝炎」という病名を伝えられましたし

医師からは「今はインター・フ
エロンしか治療方法はない。しか

し、平井さんのウイル不の

型はィジタァフェロンの効きtlヽ
い夕、イイギ」と｀言

われまレた。        |
‐
私は夫に「病状が進む前|こィンタ

~フ
干Fジを受けてくださ

い:今だったら間に合,か

もしれないから」と治療を勧めました。レかし、失は「俺はもう覚悟はできて
いる。20

年前のようにベッドに寝たきりになるのはいやだiと言つてt私の言うことを開
いてくれ
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ませんでした。 1

夫は多くを語るタイプではあらません。本が′い配した0は、1家羊である塗装業のこと:
その準装業の収入で養っている家族のことF?たのでしょう:当時のインタ上フェ|ン治
療年何ヶ月も仕事を休まなぃと|できませんFした,2o年前と同様に長期間任事を床あば、
、再び、取引先は離れていき、信用と収入を本ぃ事す。そ,なれば、子体の教音Ⅲどぅなる
のかt牛老ぃた母親を不要がらせるあではないか。

i―
・。それなら自分が犠牲になればし`

い、そう考えためだろうと忠います。
そ■なら数年で夫は肝硬変になり、余命 1年と医師から告知されました。しかし、精神
力と生命力で 3年間がんならま した:,こ

ヽ
の 3年 FH3は

痺気との壮絶な闘ャヽでした。未は我慢

黎い本でしたが、身体?つ りとがゅみには相当参|てい事した。死ぬ前の 1年半の間には、
Fがんの治療や食道と胃1の静駆瘤の手術を5甲、受けています。どのときも2通間程度め
‐

^眸

で、入院中に3回も全身麻酔をして手術を受けたこともありました。静脈瘤あ手術の
とさ|す前甲から絶食で、術後4百目|にやっとぉもゆが許可されました:この繰り返しで、.
入院するたび、そして退院するたかに,衰弱してぃきました。最後はt家に戻らてもほ|ま寝
たままで、家の中の移動も手すり|にすがるよぅにして歩いていました。

未ll地域の中核病院で治療を受けでいました。し1か し、病院の方針なわか:術後の経過
もキくなぅないうちに追い出されるようにして退院させられた三二ぶあらます:また、ネ
タジフも足りていないのでしょう。定動検診ではt予約の時間よ)り 1時間も早く出かけて
いつ
年の
|に,時間半待たされました。辟漬変 :肝か々で入退院を繰り返してしてる患者は座

つているだけでもつらいのです:0時間半、横になるベッドもないまま、1待ち続
'す

るのは
本当に苦痛です。それをただ見守るしかない家族にとってぢっらい時間でした:
夫は重度の肝硬変となり、頻繁に身体がらるよう111な りました。ぉ風呂でおぼれそうに
なった■ともあり、少しも目が離せないほど|ぃ状態でした。2019年あ年明け阜 t々

卒け見るに見かねて、主治医に「入院きせてくださぃ」とぉ願いしました。,しかし、「足 i

がむくむこか微熱があるとぃぅ程度では人院させなぃ?ギ厚労省の方針だJと 断られまし
た。また、主治医からは「緩和治療あための病咋なら|るぶてぃざというキきにちゃんと

｀

した治療を肇けられなぃよ
・
」とヽ言われました。がず、二者択二なのでしょぅか6患者の

苦痛をとる、1肝硬変・肝がんの洛療をする(ギちらも医療ではなtヽでしi;が :、両方暮皇
摯|と はわがままなのでしょうか。  ~    ‐            |｀
このや りとりの 3週間後に夫はごくなりま |lσ ゎずか 3週間後に亡くなるほど重度の :
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肝硬変であつても、入院が認,め られなv｀、
これが日本の医療なのです。

1月 18日 、身体のむくヶと腹本がひどくヽ莉尿剤を飲ん
でも尿が出な:く なつて、

1救
急

車を隷びました:緊魯入院後、
二
時は持つ直したよう

に見えましたが、もう肝臓が働かず、

1月 31日 に永眠 しました。         ,                ■

3‐身体障害者手帳の申請

今年の 4月 から肝機能障害にも身体時害者手帳
が交付されるということでヽ昨年から準

備をしていました。しかし、夫は申請煎に亡くな
りました。

亡くなつた後で担当医から認定用の診断書を見せてもらレヽ
ました。

死亡直前の 1月 の検査では 1級相当と診断されていましたが、昨年
8月 の検査では点数

が足りず 4級相当、との判断でした9

しかし、昨年 8月 といえば、夫は静脈瘤と肝がんあ手術で入
退院を繰り返し、壮絶な閾

病生活を送らている最中です。この時期に|そ t身体障害者手帳が必要
でした。肝呻が働

かなくなつて、動けなくなつて、死が日の前に迫
つている、そうならないと1級に認定さ

れないような基準では、障害者手帳をヽらう意味があり
ません:

慢性辟炎は無理のきかない病気です。肝硬変にまで進
めばなおさぅです:昨年の大は治

療と走期検診のために週 3回通院しt静駆瘤キ肝がんがみつかれば、その都度
、入院しな

ければなりませ々でした。病、自体の持つ苦痛。仕事
ができず収入がダウン。そして、負

担しなiサればならない医療姜は増えていく:闘病生活あ負担は大変なも
のです:私たちは

'家族が一丸とがることでなんとかしのざましたがt個々人の努力では
しよせん限界があり

′ます。肝硬変・肝臓がんと診断されたら1級か2級に認定してほ
しいと思つています。

4 要望        ^

夫と私たち家族あC型肝炎とめ闘いは終わりました。夫は
60_歳を日前に家株を残して

きくなりました。早すぎます。本当に無念だつたと思います。そ
の心中を思うと、胸がは

りさけそうです。

夫を診察してくださらた4人の医者嗜、白をそろえて
「平井さんは本当にすごぃ本でし

た。あんな嵐:に考えられる.本はい率■
～

。
1立
派でした1と 目を赤くして話してくれまレた。

1家族のことを思い、‐日でも長くがんばろうtと 闘病を続けた
のでしよう。

夫あ最後の言葉

'ま

、「俺1こはまだゃりたいことがたくさんあつたのになあ」で
し46本

は、薬害肝炎訴訟の原告となることで、他の多くの肝炎患者を救
いたいてと言つてぃまし

た。         |  |       
‐
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私早未が言ぃ続けできたことを訴えます。 |

第1に、ウィルス肝炎患著が仕事や生活め|めに治療を断念しなくてもすむょぅに生活
｀
｀

支
琴
・医療支援を実

1事 してくたさい1新 しい1警制率が必要なら、それを創設 して kださ
い 。                                                                   |

第 2ヤ |、 死ぬ間際にならないと1級にならない事うな甲害者認定基準を見直しt詳硬変
.

や肝臓がんの患者を■級または 2級に認定して
,く だき↓ヽ。肝硬変自体の重症度よりも、患

者自身の生活実態に着自して、基準を作らてくたさぃ:              11
‐
第1に、肝炎患者が最後まできちんL洛療が隻けられるょぅ1差医暴体諭を実現しそく捲
さい。   |                :                  .

5 最後に  1   :・                        :    : ‐

本のよつに肝使変
:肝がんできくなる芳が 1甲 130人 いぅと聞きました。今日もまた

壮稗な闘看の末に129の命が失われてぃます。
その原因の多くは肝炎ウイルス,そ して、その多くはt輸ュ、予防接種、血緩嚢剤長与として

―
|

う医療行為で感染したものです。     |
もう:少 し国がきちん対応していればtこ こま

ド感染は蔓延しなな?たはずでチ|二 1́姜 そ
′

多≦,苦しみを生まなかったはずです:     ‐         ‐
国とレ下何ができるか、この協議会での活発な議論を期待しています。  1    :   :

以 上

4              ,

164




